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図１　切削部近傍における油剤の存在状態
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図３　アルミニウムのＭＱＬ加工に及ぼすキャリアガスの影響

図２　鋼のＭＱＬ加工に及ぼすキャリアガスの影響

　今年の夏、日本列島は猛烈な暑さに見舞
われた。この傾向は年々強まっているよう
に思われ、地球温暖化に対する強い懸念を
禁じ得ない。こうした状況の下、産業界で
は環境対応技術の必要性が広く認知され、
その導入、開発が進んでいる。切削加工の

分野でも、環境に優しい技術の中核として
セミドライ加工が位置づけられ、特に鋼の
加工を中心に、現場適用が進んでいる。こ
こでは、筆者が携わってきた切削油剤開発
の観点から、セミドライ加工の現状と課題
について概説する。

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 １１月１日 木曜日 　　
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